
はじめに

　小論は，シカゴ市において展開されたレクリ

エーション運動について，その源流を探り萌芽

の様態の一端を示していこうとするものであ

る。その際に，シカゴ大学に籍を置きながら社
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会改良運動の中心にあったチャールズ・ズゥエ

ブリンCharles Zueblinの研究活動に注目して

いく。

　合衆国におけるレクリエーション運動１），そ

れは広く都市住民の余暇関連の施設やプログラ

ムの発展をもたらし，１９世紀末に中西部の都市

シカゴにおいて花開き，大きくまた急激に発展

を遂げた。本稿は，そのシカゴ・レクリエーシ

ョン運動の萌芽を改革・改良主義者，そのリー＊立命館大学産業社会学部准教授
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シカゴ・レクリエーション運動の萌芽

─社会改良から総合都市計画へ─
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　小論は，シカゴ・レクリエーション運動の萌芽に関する研究である。いわゆる１８９０年代からの合衆
国における“Progressive Era”において，また特にシカゴ市においては大衆運動と政策決定などの背
景が極めて複雑で，公的な空間がどの様に作られたのかまだ十分に解明されていない。それ故に，社
会改良運動の中心にあり，プレイグラウンドを対象にした研究も行っていたチャールズ・ズゥエブリ
ンの活動に注目してその様態を描き出そうと試みた。まず，ズゥエブリンはシカゴ学派社会学におい
て等閑視された存在でもあり，散在した資料を基に日本におけるズゥエブリン，西欧研究者によるズ
ゥエブリン評価のレビューを行い，再評価を試みた。また，彼が関わったハル─ハウス，ノースウェス
タン大学セツルメント，シカゴ大学セツルメントなど改良活動の実際とレクリエーション運動におけ
る意味をシカゴ市の地理的・空間的な条件も含めて検討した。そして，AJS論文「シカゴにおける市
営プレイグラウンド」（１８９８年），『アメリカ都市の進歩』（１９０２年）と『公共空間発展の１０年』（１９０５年）
など，彼の著作の分析を試みた。結果，ある程度ズゥエブリンがシカゴ大学を辞任に追い込まれる少
し前までの活動を，一つの流れの中で捉えることが出来た。そして，ズゥエブリンの研究活動とその
再評価から，レクリエーションを中心とする公共空間創造過程の一端に触れることができたと言える
だろう。

キーワード：ズゥエブリン，セツルメント，レクリエーション，初期シカゴ学派，社会改良，総合
都市計画



ダーを中心に描き出そうとする試みである。

　合衆国における“Progressive Era”２）におい

ては，大衆運動と政策決定の背景が極めて複雑

な様相を呈していた。更にシカゴという都市で

は大衆運動が合衆国のどこよりも激しさをもっ

ており，活発な改良運動を伴いながら都市の形

が出来つつあった。それは，資本主義の矛盾す

なわち移民の労働問題と貧困が際だっていたか

らに他ならず，１９２０年代以降はそれに対応した

学問研究も定着するようになった。しかし，

１８９０年代からの２０年程の期間については，大衆

運動や改良組織の複雑な動きを十分に捉えるこ

とが出来ず，多くの領域で研究が深まっていな

いのが現状であろう。レクリエーション社会史

研究における１８９０年代，シカゴ・レクリエーシ

ョン運動の萌芽についても十分解明されていな

いのが実際の所である。

　１８９２年に開設されたシカゴ大学社会学部の教

員人事３）がこのような時代背景・社会状況を基

に行われ，研究活動が社会改良や実践・応用と

いう特徴を持って開始されたことはよく知られ

ることである。また，シカゴ市というフィール

ドが都市問題の把握と都市研究の方向性を決定

したことも周知の事実である。シカゴ学派社会

学は１９２０年代以降の第２世代と第３世代にその

全盛期を迎えるが，シカゴ・レクリエーション

運動の萌芽期に当たる１９世紀後半から２０世紀初

頭にかけて在籍した第１世代は，学問の展開・

発展の過程で政治・宗教的なレッテルを貼ら

れ，学問的に低い評価を与えられ，意図的に排

除された者もいた４）。その中の一人がプレイグ

ラウンド研究に力を入れていたズゥエブリンで

ある。彼を辞職に追い込み，その後現在に至る

まで，彼に対する正当な評価が行われてこなか

ったことが，シカゴ・レクリエーション運動研
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究，特に１８９０年代の萌芽期研究が深化しなかっ

た原因の一つであろう。ズゥエブリンに対する

理解と再評価が“Progressive Era”という時代

とレクリエーション運動の萌芽研究にとって重

要であると考えられる。

　そもそもズゥエブリンはジェーン・アダムズ

Jane Addamsと彼女のセツルメントであるハ

ル─ハウスHull-Houseに多大な影響を受け，問

題意識やアプローチの面でも負うところが大き

い。ズゥエブリンに光を当てることとは，すな

わち改めて彼の関与したシカゴ市のセツルメン

トを見直し，彼を中心に社会・大学・セツルメ

ントの関係を見直すことである。すでにズゥエ

ブリンやアダムズがプレイグラウンドを重視

し，発言も行っていたことは知られているが，

改めてその点を軸にして歴史を見ていくことが

重要であろう。それによって，シカゴ市で公的

なレクリエーションがどの様に芽生え，どの様

な過程を経て都市政策の中に組み込まれていっ

たのかを一つの軸を以て捉えることが出来るだ

ろう。

１．初期シカゴ学派とズゥエブリン

　ズゥエブリンを研究するに当たっては，初期

シカゴ学派としての位置づけが低く，殆どまと

まった資料が存在しないながらも，やはりシカ

ゴ学派の理論・学説史に関わった文献・資料，

そして近接領域の社会福祉学の研究から彼の位

置づけや評価を整理して行く必要があるだろ

う。

日本におけるズゥエブリン

　初期シカゴ学派に関わる研究においてズゥエ

ブリンの名前が出てくることはほとんどない。



その第１世代として名前を挙げられるのはアル

ビオン・W・スモールAlbion W. Small，チャー

ルズ・R・ヘンダーソンCharles R. Henderson，

ジ ョ ー ジ・E・ヴ ィ ン セ ン ト George E. 

Vincent，ウィリアム・I・トマス William I. 

Thomasであることが通例である。また，ズゥ

エブリンZueblinの日本語表記は難しく，筆者

が見たところで「ゼブリン」「ズーブリン」「ズ

ウェブリン」「ズェブリン」「ズブリン」「ツブリ

ン」「ズヴリン」と多数存在し，統一されていな

い。本稿では今後統一されていくことを願い，

「ズゥエブリン」としたい。以下に，社会学・

社会福祉学の研究でズゥエブリンに触れたもの

について見てみよう。

　中村は，ハル─ハウスとシカゴ学派第１世代

の関係を問題とする論文と第１世代と社会問題
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に関する２つの論文５）の中でズゥエブリン（原

文ではゼブリン）について触れている。前者で

は，ズゥエブリンがエール大学で牧師資格を習

得中にウィリアム・R・ハーパー William R. 

Harper６）から強い影響を受け，そしてそのハー

パーの指名でシカゴ大学の教員となったこと，

またドイツ・ライプチッヒ大学に留学していた

こと，ノースウェスタン大学セツルメント

Northwestern University Settlementを創設した

こと，シカゴ大学エクステンション・ディヴィ

ジョンUniversity of Chicago Extension Division７）

（原文では拡張課とされている）を担当してい

たことなど，恐らくディーガンDeeganに依拠

したものと思われるが，日本の研究者としては

最も詳細な記述を行っている。また，これも典

拠は明らかにされていないが，彼が生活や芸

術，都市や社会など広い範囲での改良に目を向

けていたこと８）や大学外の活動として，学校や

市政，そして特別公園委員会の委員などを務め

ていたことに触れ，ズゥエブリンが都市改善運

動の重要人物であったと述べている。また，中

村は前者の論文でディーガンの著書を基に，初

期シカゴ学派の人物とハル─ハウスの具体的な

関係を表した図表の紹介も行っている。しかし

後者の論文では，ズゥエブリンに関する記述は

一箇所で，彼がハル─ハウスのレジデントであ

ったことを述べているだけである。

　秋元も初期シカゴ社会学とハル─ハウスに関

する論文９）の中で，第１世代として有名なスモ

ールとヘンダーソンに加えて，ズゥエブリン

（原文ではズーブリン）の名前を挙げている。

更に秋元は，スモールが人道主義的な立場か

ら，そしてヘンダーソンも宗教的な使命感から

ソーシャル・ワークや改良主義的な活動に熱心

であり，彼らが都市の社会問題とその改良とい

写真１　若き日のCharles Zueblin
＊ Wukas, Mark, The Worn Doorstep, 1991, p.8.より転
載。文末註５７）を参照されたい。



うところから離れて存在することができなかっ

た，と述べている。この指摘は大いに興味深い

し，ズゥエブリンを考える上でも有用である。

また，第１世代が「科学」の確立に熱心でなか

ったという評価を紹介する中でズゥエブリンを

引き合いに出しながら，シカゴ市をフィールド

とした社会問題への強い関心と現実への志向性

が後の世代の土台を培ったことを指摘してい

る。このこともズゥエブリンの理解を更に進め

ていく上で重要であろう。第１世代とハル─ハ

ウスの人的交流や研究活動がその後のシカゴ学

派の学問的展開にとって極めて重要であり，そ

のなかでズゥエブリンの重要性について指摘し

ている秋元だが，ズゥエブリン自体については

詳しく述べられておらず，社会改良主義者たち

との交わりのなかで社会問題に関わっていった

ことや，学会誌に掲載したシカゴ市におけるプ

レイグラウンドに関する論文（１８９８年）と経済

的依存が女性にもたらす影響（１９０９年）を挙

げ，１０年ほどの間に市民生活の向上に関わる広

い領域で見識を持ち，問題に取り組んでいたこ

となどを示すに留まっている。

　玉井１０）は社会情勢的背景とシカゴ学派の関

係を整理する中で，１９世紀末からの産業化の進

行と新しい社会問題の出現，プロテスタント牧

師による社会改革運動について触れているとこ

ろが他の日本の研究者に見られない興味深いと

ころである。そして，「アメリカにおける社会

学とは，こうした社会改革に向かった牧師たち

によって進められた学問」として初期シカゴ学

派，すなわちシカゴ学派の成立について記述し

ている。また，シャタークウァChautauqua１１）

（玉井はシャートクァと表しているが，他の研

究ではシャタクウァ，シャトークワ，シャトー

カ，ショートークワなどこれもまた多様に表記
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されている）運動について紹介しているところ

は興味深い。説明と典拠が十分ではないが，全

米に広がりつつあったシャタークウァにズゥエ

ブリン（原文ではゼヴリン），ヘンダーソン，ヴ

ィンセント，アダムズなどが講師として参加し

ていたという指摘をしている。

　西崎１２）は，セツルメント・ワーカーについ

て研究する中で，「社会的福音牧師であり社会

改良家であるチャールズ・ズゥエブリン（原文

はゼブリン＝筆者）」によってノースウェスタ

ン大学セツルメント（１８９１年）が開設されたと

触れている。ズゥエブリンに対しての言及はそ

れだけだが，西崎が当時の社会改良事業を担っ

ていたセツルメント・ワーカーに関わって「合

理性と実際性を重んじるアメリカ社会の人々

は，都市計画，セツルメント，公衆衛生を普及

し，また貧困者に対して，精神医学や心理学を

ベースとしたケースワークを行って社会適応を

図ろうとした」と述べるところはズゥエブリン

を取り巻く状況を考える上で大変参考になるも

のだ。

　鎌田１３）は，American Journal of Sociology１４）

（以下AJSとする）からシカゴ学派を分析しよ

うとする著作において，アダムズの影響力があ

った時期の社会学は直接の研究対象ではないと

しながらも，ディーガンを捉えて大変興味深い

分析を行っている。それは第１世代の社会学へ

のアプローチに潜在していた，社会改良への志

向，政策立案へのコミットメントがパークやバ

ージェスによって隠蔽されたという点である。

また，ハル─ハウスでシカゴ・モノグラフに先

行する形で統計やケース・スタディを用いた量

的・質的な社会調査が行われていたこと，そし

てそれらのデータが社会的・政治的な活動資源

として使われるべきだと考えられていたことを



述べる箇所は，ズゥエブリンと特別公園委員会

Special Park Commission１５）の関係を考える上

でも大いに参考になる。ここで鎌田は初期AJS

のズゥエブリンの論文に言及している訳ではな

いが，スモールを中心に編集されていた頃の

AJSが，社会学の方向性をめぐってある種の恣

意的な部分を含んでおり，改良主義と関わった

政治的な発言の場であったことを読み取ること

ができる。１９０８年にズゥエブリン（原文ではズ

ーブリン）が辞任に追い込まれたことも，第一

次大戦後の愛国主義・保守主義の空気につなが

るものとして「政治的な発言について，大学に

基 金 を 提 供 し て い る 財 閥 企 業（vested 

interests）の不興を買い，辞任に追い込まれて

きた」１６）とし，彼を初期シカゴ学派の社会学者

たちの中に挙げている。

　高橋１７）は，「初期シカゴ学派とフィランソロ

ピー」という論考のなかで，ローカル・コミュ

ニティ・リサーチ・コミッティー Local 

Community Research Committee＝LCRC（シ

カゴ大学の社会科学部門の学際的な研究組織で

地域コミュニティ研究を主目的としている）と

いう１９２０年代以降のシカゴ研究にとって大変重

要と思われる組織について紹介している。そし

て，初期シカゴ学派を再評価しようとする研究

として，LCRCと改良運動および多数の改良組

織との実質的な結び付き（両者間のデータや根

拠の必要性とその提供）に焦点を当てようとし

ている点で極めて重要で有用な視点を提供して

いると言えるだろう。高橋は以下のように述べ

ている１８）。

地域組織とLCRCとの協同を促す要因の一つとし

て，『科学的データ』の重要性の認識を挙げるこ

とができるが，その他の要因として，シカゴ大学

チャールズ・ズゥエブリンとシカゴ・レクリエーション運動の萌芽（川口晋一） 159

関係者と地域組織との密接な関係がある。開学以

来，シカゴ大学の理事や教員は，都市基盤の自発

的組織に参加し，そのなかで中心的な役割を担う

ことも多かった。

１９２０年以前と以後を切り分ける必要を理解した

上で，高橋は１８９０年代から改良運動の中心とし

てシカゴが発展した理由として，アダムズなど

のリーダーシップ，そして多数出現した市民の

改良組織を束ねる「改良コミュニティ」の形成

が重要と見ている。そして，初期の頃から自発

的組織に参加したシカゴ大学関係者の主要な人

物の一人としてズゥエブリンの名前を挙げてい

る（本文ではなく註記において；原文ではズブ

リン）のである。

　ズゥエブリンは日本だけでなく合衆国におい

てもシカゴ学派として直接の研究対象からは除

外されている。彼を扱う場合は，セツルメント

との関係，シカゴ大学の「宗教者」として，そ

してその２つに基づいた第２世代からの低い評

価とその後の学問的分離・断絶の中に現れてく

る。ジェンダー的な視点からシカゴ学派を研究

するディーガンはそういったなかで，ズゥエブ

リンについて最も多く論じ，評価している研究

者である１９）。そのような研究者でも実際

Zueblinと表記するところをZeublinと「u」と

「e」の順序を取り違えて扱っていることは興味

深い。ズゥエブリン本人も誤記を見落としたの

か，Hull-House Maps and Papers（１８９５）に掲載

されている自身の論文に同じ間違いが見られ

る。日本で彼をズーブリンと表記している場

合，このディーガンあるいはダイナーの論文，

あるいはハル─ハウスの著作物に依拠して表記

を判断したのではないかと想像する。

　ダイナーがズゥエブリンの経歴について紹介



をする時，『フーズ・フー・イン・アメリカ』

Who’s Who in America（１９１１年版）を利用して

おり，ディーガンはそのダイナーを引用してい

る。筆者は，ここではより新しいものとして，

コリアーズ百科事典Collier’s New Encyclopedia

（１９２１）を紹介する２０）。

ZUEBLIN, CHARLES, an American educator 

and publicist; born in Pendleton, Ind., in 1866. 

He was educated at the University of 

Pennsylvania, Northwestern University, Yale, 

and the University of Leipzig. In 1891 he 

founded the Northwestern University Settlement. 

In 1892 he became the first secretary of the 

Chicago Society for University Extension. From 

1892 to 1895 he was instructor; from 1895 to 

1896 assistant professor; from 1896 to 1902 

associate professor; and from 1902 to 1908 full 

professor of sociology at the University of 

Chicago. In 1911-1912 he was editor of the “20th 

Century Magazine.” He lectured extensively and 

contributed frequently to philosophical and 

sociological journals, and to many of the most 

prominent magazines and reviews. From 1901 to 

1902 he was president of the American League 

for Civic Improvement. He wrote: “American 

Municipal Progress” (1902); “A Decade of Civic 

Development” (1905); “The Religion of the 

Democrat” (1908); “Democracy and the Over-

man” (1911).

この中で，シカゴ市大学エクステンション協会

the Chicago Society for University Extension２１）

の事務局長を務めていた際の所属は，ノースウ

ェスタン大学であるのかシカゴ大学であるのか
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などについて確認が必要である。多くは彼が

１８９２年からシカゴ大学社会学部に着任したとい

う記述をしているが，ダイナーDiner２２）などは

１８９４年からとしている。また，彼がシカゴ大学

を去ったのは１９０７年かあるいは１９０８年２３）か，

ノースウェスタン大学セツルメントの設立年は

１８９１年なのか１８９２年なのかについても若干の食

い違いが見られる。こういった事柄も，ズゥエ

ブリンに対する注目や評価が低いこと，当時の

歴史的事実が十分に積み上げられていないこと

を表しているだろう。

　藤田２４）は，「P.ゲデスと都市社会学の展開」

のなかで，他には見られない大変斬新なズゥエ

ブリン（原文ではズウェブリンあるいはズェブ

リン）評価を行っている。彼が示す都市社会学

の系譜図に簡潔に表されているところである

が，要するにイギリス人パトリック・ゲデス

Patrick Geddesの市政社会学・都市計画が，合

衆 国 で は ル イ ス・マ ン フ ォ ー ド Lewis 

Mumfordに都市文明論・都市計画という形で

受け継がれたが，シカゴ大学ではズゥエブリン

が継承したものが後代のロバート・E・パーク

Robert E. Parkやアーネスト・W・バージェス

Ernest W. Burgessによって抹殺されたために

断絶したということである。そしてその後は都

市社会学としてのシカゴ学派が強大な力を持つ

中で，ゲデスやマンフォードなど他大学の都市

研究者の業績が葬られたということを述べてい

る。藤田の主張は，ズゥエブリンについて述べ

ることが主要な問題ではないが，パークやバー

ジェスと同じシカゴ学派に属しながら捨て去ら

れたズゥエブリンの位置を重要なものとして扱

っている。ズゥエブリンが学問的に優れた人材

で，シカゴ学派の都市社会学の開祖として高い

評価を与えられるべきか否かは別として，改め



て彼の位置づけを検討し直すことにおいて藤田

の考えに同意するものである。ズゥエブリンは

市政社会学municipal sociology２４）の最初の担

当者として考えられるが，レクリエーション研

究にどのようなアプローチをするかという問題

も含めて，シカゴ学派の“Urban Sociology”形

成過程における「社会福祉」「都市計画」に関わ

る問題が排除されて行ったことに関しては改め

てその学問的是非が問われねばならないだろ

う。このことは，前田征三が「初期シカゴ学派

研究への回帰」のなかで述べている「社会学外

の様々な実践的調査（社会改良主義者たちの活

動の一環など）と区別するために，対象との連

帯よりは自らの調査方法論の洗練と理論枠組み

の明確化を意識した結果……（中略）……もっ

とも初期のシカゴ学派が持っていた実践的志向

を薄めることとなった」２５）ということとも関係

していようし，シカゴ・レクリエーション運動

史においても重要な意味を持つ。

西欧研究者によるズゥエブリン評価

　クルツKurtzは，ズゥエブリンをシカゴ学派

の第１世代に数えながらも，学部との関係や役

割，そして在任期間から主要な人物でなかった

としている２６）。確かに周辺的な存在であったズ

ゥエブリンだが，彼に対して物事を科学的に理

解する情熱を持たず，社会学者ではなかったと

断定するダイナーの論拠や妥当性については若

干の再検討が必要ではないかと考えている。シ

カゴ大学が創立された当時の背景や社会学部創

設の目的や過程，すなわちシカゴ市の社会問題

を解決していこうとする中で社会学が確立期に

あり，そのただ中にズゥエブリンが居たこと，

そしてシカゴ学派における研究実践やプラグマ

ティズムを巡って考慮すべき点が現在でも多々
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存在することからすれば（ズゥエブリンが極め

て政治的であり客観性から離れつつあったこと

は確かだが），ダイナーの主張をそのまま受け

取ることはできないだろう。

　ダイナーは一方で，ズゥエブリンが市政の改

良や公園，エクステンション教育において主要

な人物であったと述べている。また，彼が特別

公園委員会のメンバーであること，教育に関与

していることなど，大学の外で様々な市民や行

政に関わった仕事をしていたことを紹介してい

る２７）。

　ディーガンはズゥエブリンを最も詳細に取り

扱い，多くの資料に基づいて彼を正当に評価し

ている研究者であろう２８）。彼女は，ズゥエブリ

ンがライプチヒ大学で行っていた旧約聖書の研

究に見切りを付け，政治学や社会科学に転じた

い旨を１８９１年，ハーパーに手紙で伝えたことを

紹介している。また，その直ぐ後にハル─ハウ

スのレジデントになったとしている。１８９２年に

はノースウェスタン大学セツルメントを創設

し，そして同時期にハーパーによってシカゴ大

学エクステンション・ディヴィジョン

University of Chicago Extension Divisionに迎

えられたことになっている２９）。ディーガンの指

摘で興味深いのは，ズゥエブリンがAJSに「世

界で最初の社会学的実験室The World’s First 

Sociological Laboratory」３０）という論考を寄せ

ていたことに対する以下のようなズゥエブリン

評価である３１）。それは，ズゥエブリンがセツル

メントを「実験室」と位置づけることに関わっ

た一人であるにも関わらず，当時のシカゴ学派

がセツルメントを「植民地化」し，実験・観察

に利用しようとする動きの中で，彼が「セツル

メントも大学も都市や社会進化の一部である」

とし，都市，大学，セツルメントを一つのもの



として捉え，ズゥエブリン自身はセツルメント

を中心とした研究を「社会学者の仕事として」

行おうとしていたこと，である。実際，ズゥエ

ブリンの研究スタイルは批判されることも多い

が，そのような研究活動の成果として Hull-

House Maps and Papersの「シカゴ・ゲットー

The Chicago Ghetto」という論文３２）があると

いえるだろう。しかし，ディーガンも指摘して

いるように３３），この論文が彼の数少ない学問的

な著作となっている。当論文では図１で示し

た，第７ワード，第１６ワード，第１９ワードのユ

ダヤ系移民についての統計的情報を使っている

部分などが評価されているが，使用した「ゲッ

トー」概念が現実を捉えていないという問題点

も指摘されている３４）。

　さて，ここで最も注目すべきはズゥエブリン

がハル─ハウスでアダムズらとセツルメントで

の取り組みを深めていったこと，そしてシカゴ

市の特定地区の研究からシカゴ市全体のプレイ

グラウンドの問題，そして全米のレクリエーシ

ョン運動に活動を広げていったことである。デ

ィーガンは，彼のシカゴ市での仕事から「市政

社会学者」と呼ばれるようになったと述べてい

る３５）。そして，更にディーガンは「ズゥエブリ

ンが，ヘンダーソンやベミス Edward W. 

Bemis，アダムズ，マクドーウェル Mary E. 

McDowell，そして他の女性社会学者たち同様

に露骨に社会学的な文献から排除され，シカゴ

学派初期の創設に関わった人材でありながら等

閑視されたことは，大変重大な問題として指摘

できる」３６）としている。

　ズゥエブリンの担当していた講義の内容は極

めて幅広い領域に渡っていたが，そのうちの一

つ，「都市」に焦点を当てたものは後のシカゴ

学派の研究につながっていったのではないかと
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いうのがディーガンの見方である３７）。ズゥエブ

リンの「市政社会学」は人口の動態と環境問題

に注目したものであり，彼の授業を取っていた

学生が作成した都市の統計と地図が後にバージ

ェスによって採用されたと言われる３８）。

　前後するが，先ほど触れた「世界で最初の社

会学的実験室」の前年にズゥエブリンは秋元も

紹介していた「シカゴにおける市営プレイグラ

ウンドMunicipal Playground in Chicago」とい

う論考をAJSに寄せている３９）。この内容につい

ては後ほど触れるが，ディーガンは彼が貧困と

都市環境美の関係を地図で示しているとしてい

る。また，彼女は，これは「シカゴ・ゲットー」

で培った技術が生かされたものだとも述べてい

る。そして，ズゥエブリンの都市環境について

の関心や考え方が，アダムズや他のハル─ハウ

スの女性たちに依拠しつつも，１９２０年代のシカ

ゴ学派の都市生態学に至る寄せ木細工の大きな

部分であるというのがディーガンの考え方４０）

であり，筆者も同様な考えを持っている。

　以下，ディーガンがズゥエブリンの研究活動

に関して記している箇所で重要と思われるもの

を見てみよう。ズゥエブリンのセツルメントで

の活動・研究期間は必ずしも定かでないが，デ

ィーガンの記述４１）を整理すると１８８９年のハル─

ハウス設立以降，１８９１年までの間にアダムズの

影響でレジデントとなり，短期でイギリス・セ

ツルメント・ハウスのトインビー・ホールを訪

問し，シカゴに戻った後にノースウェスタン大

学セツルメントを設立したことになる。また，

ディーガンに依れば，バージェスによるスモー

ル，ズゥエブリン，アダムズ，そしてミードに

対する偏見は，彼らが「より良い政府」，ソーシ

ャル・ワーク運動，パブリック・ヘルス運動，

プレイグラウンド運動，セツルメント運動，ア
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図１　１８９０年シカゴ市ワード別致死率
＊ Report on Vital and Social Statistics in the United States at the Eleventh Census: 1890., Part II. —Vital 
Statistics. Cities of 100,000 Population and Upward., Chicago, Ill., Washington, D.C., 1896. pp.161-181. 中の地
図より転載。



メリカナイゼーションなどに関わっているとい

う所にあったとも述べている４２）。更に，ズゥエ

ブリンはしばしば論争的な主題でエクステンシ

ョン・ディヴィジョンの講義を行い，シカゴ市

民の聴講者に社会制度，生活空間としての地

域，そして経済生活について考えさせるような

取り組みに成功しており，人気のある講師とし

て講演を数多くこなしていたという４３）。そし

て，社会を精力的かつ批判的に分析すること，

特にビジネスマンを批判するやり方が基となっ

てシカゴ大学の職を追われることとなったとい

う。そして，１９０８年から１９２４年に亡くなるま

で，市民に向けて講演を行う自らが「パブリシ

スト」と呼ぶ活動を続けたという４４）。次に，ズ

ゥエブリンの研究活動においての原点であり，

彼の社会改良主義を理解するに当たって重要な

セツルメントについて詳細を見ておこう。

２．セツルメント・ハウスとズゥエブリン

　セツルメント運動は，合衆国で最も知られて

いるセツルメントであるハル─ハウスが作られ

てから，１８９３年の経済不況による大量失業を背

景にしながら，シカゴにおける貧困層や移民の

生活改善を社会的に実現していく種々の活動の

広がりと共に一気に発展したといえる。そし

て，先にも触れたように運動や取り組みについ

て初期シカゴ学派との接点や影響などが議論さ

れている。また，社会学のみならず教育やソー

シャル・ワークといった領域においても取り上

げられることが多い。

　しかしながら，これまでセツルメント運動お

よびセツルメント・ハウスについて拡張しつつ

あったシカゴ市の都市空間における配置の問題

は単に「人口密集地」「貧困地区」といった尺度
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によって議論されるのみで，具体的に地図上に

落とし，土地取得による施設の拡張や施設の種

類・用途について問題とされることはなかっ

た。既に「シカゴ・ゲットー」でズゥエブリン

が幾つかのワードWard（＝行政区）で調査を

行ったことは見たが，それ以前からズゥエブリ

ンが関与したセツルメントは複数存在する。シ

カゴ学派の中でももっと多くそして深くセツル

メント運動に関わっていたズゥエブリンだが，

彼の問題意識やフィールドに触れるために具体

的な検討を行う必要がある。更にセツルメン

ト・ハウスは，その運動が移民貧困層の生活環

境改善や余暇・文化活動の享受に焦点が当てら

れたり，後に施設が市へ譲渡されたものもあっ

たり，その後の公共レクリエーション施設の設

置と関連性を持っていると考えられる。そのよ

うな理由からも，ある程度地理的な位置も把握

し示していくことが重要である。そして，ズゥ

エブリンが直接的に関与したセツルメント・ハ

ウスは，「ハル─ハウス」「ノースウェスタン大

学セツルメント」，そして「シカゴ大学セツル

メントUniversity of Chicago Settlement」のシ

カゴ市で重要とされる３つであった。

　シカゴの都市的な拡張とコミュニティの特性

を考える場合，シカゴ川およびその支流を境界

として地域がそれぞれの特徴を持った空間とし

て発展してきたことを理解する必要がある。そ

して人口の密集地は産業と交通との関わりで特

に川と鉄道路線に沿って位置するようになって

いた（図２）。１９世紀後半以降，東ヨーロッパ

からの労働移民もそういった地域に大量に流入

していった。またシカゴのサウスサイドの中で

も南部に位置するキャーユメット工業地帯

Calumet Region４５）も キ ャ ー ユ メ ッ ト 川

Calumet River（図２右下）に沿って作られ，人
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図２　Internal Transit System of the City, 1893
＊ Mayer, Harold M. and Wade, Richard C., Chicago: Growth of a Metropolis, the University of Chicago Press, 
1969, p.137.より転載。



口が密集した地域を形成していた。

　劣悪な環境に暮らす人々がよりよい生活を営

み，人口密集地に新鮮な空気と開放的な空間を

ということでセツルメント・ハウスはまさにそ

ういった過酷な条件の土地に作られてきたこと

はよく知られている。それは一般的にセツルメ

ント運動に共通することであるが，具体的にシ

カゴではどこに作られてきたのか，先ほども見

た図１の１８９０年第１１回センサスを基につくられ

た地図で見てみよう。致死率の高い場所が濃い

色で示してあるが，ほぼシカゴ川およびその支

流に沿っていることが見て取れる。ズゥエブリ

ンが関与した３つのセツルメント・ハウスはこ

れらの川沿いに広がる人口が密集した，致死率

の高い区域か，そこに近接した地域に作られ

た。そして，そのうちの２つハル─ハウスとノ

ースウェスタン大学セツルメントは，シカゴ川

の西側，ニア・ウェストサイドNear West Side

とウェスト・タウンWest Townに位置してい

る。因みにノースウェスタン大学はシカゴ市北

部の境界，ミシガン湖岸の街，エヴァンストン

Evanstonに位置している。また，シカゴ大学は

先の地図上の第３４ワード，ワシントン公園

Washington Parkとジャクソン公園 Jackson 

Parkの間，ハイドパークHyde Parkとウッドロ

ーンWoodlawnというコミュニティの境に位置

している（１８９３年当時の図２では，シカゴ万国

博覧会The World’s Exposition会場の西側とい

うことになる）。いずれも人口が密集した劣悪

な環境からかなり離れた位置にあった。

　以下に，施設と空間的な配置，活動の特性な

どからズゥエブリンや大学との結び付きや関わ

りについて考えていこう。
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ハル‐ハウス

　ジェーン・アダムズとエレン・ゲイツ・スタ

ー Ellen Gates Starr４６）のハル─ハウスは８００ 

South Halsted Streetに１８８９年９月１８日に作ら

れている。ニア・ウェストサイドのほぼ中央

で，当時の地図である図１では第１９ワードの中

でも第１８ワードに近く，ループ地区（第１ワー

ド）のシカゴ川を挟んだ西側に位置していた。

初期シカゴ学派の中でズゥエブリンはレジデン

トとして，そしてスモールやヘンダーソンも常

時訪問していたといわれている。シカゴ大学の

社会学部が１８９２年に創立されてから，相互に強

い繋がりを持っていた点が強調されることが多

いが，シカゴではハル─ハウスが学者を巻き込

んだ市民運動の起点となっていたということが

できよう。ズゥエブリンはシカゴ大学に１８９２年

に着任し，先ほども触れた１８９５年に出版される

Hull-House Maps and Papers（１８９５；以 下

HHM&Pとする）に「シカゴ・ゲットー」とい

うユダヤ人のコミュニティに関する調査研究を

寄稿している。このHHM&Pの執筆者のなか

で，大学で学問的な教育を受けたのはズゥエブ

リンともう一人フローレンス・ケリー

Florence Kelley４７）だけであったが，この二人

が研究成果の公表に関わっていたのは，アダム

ズが評するに「正真正銘のレジデント」であ

り，同僚として共にコミュニティでの経験を研

究活動に生かしてきたからに他ならない４８）。こ

れは，改良のセンターがセツルメントにあった

ということと同時に，ズゥエブリンにとっての

中心的な課題がセツルメントでのコミュニティ

活動にあったということであろう。

　ハル─ハウスの活動としては，ズゥエブリン

が合流した頃から労働局の統計調査に加わって

長時間の不正規労働やスラムに関する研究，そ



して農務省Department of Agricultureの栄養調

査などが行なわれていた４９）。社会改良の活動の

ためにズゥエブリンの研究・調査力量は期待さ

れていたといえる。

　そして，ハル─ハウスは１８９３年にシカゴ初の

公的なプレイグラウンドをつくっている。これ

はケリーに依れば同じ第１９ワード内の，「スラ

ム土地所有者」のウィリアム・ケントとその父

親の所有する，みすぼらしい家屋を取り壊して

プレイグラウンドとして利用することを認めさ

せたものであったという５０）。シカゴ市当局はこ

のプレイグラウンドに管理人を配置したが，ハ

ル─ハウスのレジデントたちは時折子どもたち

の指導に携わったり，この場所が正当に利用さ

れるよう調整に入ったりもした５１）。

　また，１８９４年にハル─ハウスは１ブロック北

側の土地と建物を賃貸料無料で２年間の提供

（寄付）を受け，シカゴ市で初めての公共水浴

場を開設した５２）。そして，２年という期間の終

わりには，市がこの土地を買い取ることを想定

して準備がされていた５３）。

　ハル─ハウスは政治的にも活発に活動し，直

接シカゴ市および第１９ワードに働きかけ，市民

生活の改良に相応しい議員候補者の後押しをす

るなど，政治的な判断も下していた５４）。また，

１８９８年に消費者連盟the Consumers’ Leagueを

組織したり，１９０３年に女性職能別組合 the 

Women’s Trade Union League組織の立ち上げ

をレジデントが支援したりもしていた５５）。

　その他，ハル─ハウスの活動は文筆活動も含

めてたいへん活発で多岐に渡っており，ズゥエ

ブリンがどのように関与していたか，その全容

はまだ把握しきれていない。しかし，後に更に

見ていくようなズゥエブリンの経歴や活動，す

なわちプレイグラウンド運動についての言及，
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実業家に対する辛辣な批判，左翼のレッテルを

貼られてシカゴ大学を追われること，そしてそ

の後の言論活動を考えれば，当時大学とセツル

メント，そしてコミュニティ，シカゴ市を結び

付け精力的に研究活動をしていた最も重要な人

物であったことが理解できるであろう。

ノースウェスタン大学セツルメント

　ノースウェスタン大学はシカゴ市の北部に接

するエヴァンストンに１８５１年に創立されたキリ

スト教メソジスト派の大学である。そのセツル

メント・ハウスとして，つまり大学と繋がりを

持ったシカゴで初めての組織として，１８９１年に

ノ ー ス ウ ェ ス タ ン 大 学 セ ツ ル メ ン ト

Northwestern University Settlementは作られ

た。創立者はズゥエブリンとクラーク・ティス

デールClark Tisdale夫妻となっている５６）。設

立者の一人としてズゥエブリンの名前が挙げら

れているものの，彼はその後一年経たずしてそ

こを離れている。

　創立からズゥエブリンが離れるまでのまでの

経緯は以下のようなものであった５７）。１８９１年１２

月，当時ノースウェスタン大学の学長であった

ヘンリー・ウェイド・ロジャースHenry Wade 

Rogers夫妻とズゥエブリンとそのフィアンセ，

オーロラ・フィスクAurora “Rho” Fiskがディ

ナーに招待されたウィルソン家で，「協会」が

つくられた。ウィルソン家ではその一週間前に

ジェーン・アダムズを招いていた。そのような

こともあって，ディナーの出席者の話しはハ

ル─ハウスに次ぐ第二の「ネイバーフード・ハ

ウス」の設立，それも大学が関与しながらも直

接的な支援なしで運営できるものを構想するこ

とに及んだ。そして，このような食事の席での

「協会」設立の後，ズゥエブリンが代表レジデ



ントとして，クラーク・ティスデール（副代表

レジデント）夫妻と共に１４３ West Division 

Streetの平屋アパートで始められた。しかし，

ズゥエブリンは翌１８９２年には全てをティスデー

ルに引き継ぎ，フィスクと結婚し，シカゴ大学

で教鞭を執る道を選んでいる。

　ズゥエブリンは短期間でノースウェスタン大

学セツルメントを離れたが，現在でもこの活動

は続いている。最初の施設から当時の第１６ワー

ドを中心に，３度ほど場所を変えた後に現在の

１４００ West Augusta Streetを活動の拠点にして

いる５８）。

　この第１６ワードのコミュニティは，創設当時

から１６もの言語が飛び交う極めて民族的多様性

を有した地域であり，また，人口密度も極めて

高く生活環境も劣悪であった５９）。ズゥエブリン

らの創始者は，このノースウェスト・サイドを

ハル─ハウスに次ぐセツルメント・ハウスのロ

ケーションとして選んだ訳であるが，代表者の

一人がそのことについて，社会・市民活動を行

うに当たってこれ以上その目的や計画に沿った

場所はない，という認識を示している。そし

て，「私たちにとって最も重要な外国人のアメ

リカナイゼーション，アメリカ人になる過程が

ゆっくり徐々にだが現実のものとなりつつあ

り，私たちは日々それに取り組んでいる」とも

述べている６０）。スペインSpainは，この言葉が

ズゥエブリンのものであり，彼が「セツルメン

トの使命をアメリカ市民になることを手助けす

るもの」と定義付けている箇所として紹介して

いる６１）。

　ノースウェスタン大学セツルメントの活動

は，劣悪な環境にあった第１６ワードの衛生面に

かなりの労力を割いていたが，レクリエーショ

ン関係においてもかなりの活動が行われてい
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た。それは１８９１年当初より始まっており，１８９９

年まで自分たちでプレイグラウンドを維持する

ような努力を，地域にとって適切なプレイ空間

であることを念頭に活動を続けてきたことを意

味している。そして，それは主に子どもたちが

異常なまでに密集した居住区で不健康な，空気

が澱み日光も当たらない所で生活をしてきたか

らであるという。１８９７年には，シカゴで２番目

の（ハル─ハウスに次ぐ）プレイグラウンドが

ノースウェスタン大学のセツルメント評議会

the Settlement’s Board of Trusteesのメンバー

であった人の努力によってノースウェスタン大

学セツルメントの監督管理の下で運用を開始し

ている。そのプレイグランドはフェンスで囲ま

れた，ブランコ，砂山，屋根付きの建造物があ

る，ノースウェスタン鉄道 Northwestern 

Railroadによって貸し出されたものであっ

た６２）。このプレイグラウンドは現存するが，す

でに２０世紀初頭から，既にエッカート公園

Eckhart Parkとしてウェスト公園行政区West 

Park District６３）によって管理運営されている。

シカゴ大学セツルメント

　シカゴ大学セツルメントは，他の二つと違い

人口密集地区であるユニオン・ストックヤード

Union Stockyardがあった第６ワードに近接す

るバック・オブ・ザ・ヤードBack of the Yards

地区で始められた。行政地区では第２９ワードに

当たるが，当初セツルメント・ハウスが存在し

た場所は第６ワードよりもむしろ南側の第３０ワ

ードに接する辺りであった。この施設は１８９４年

１月にシカゴ大学のクリスチャン・ユニオンの

フィランソロピー委員会 the Philanthropic 

Committee of the Christian Union of the 

University of Chicagoによって設立され，二人



の大学院生のレジデントから始まり，９月には

メアリーE.マクドーウェルが活動の中で，監督

者付きのプレイグラウンドの運営と，近隣のプ

レイ・センターを確保するために公衆の意見を

纏めることを行っていた。また，不正労働から

人々を護るために教育的なキャンペーンを張

り，労働組合組織を支える活動も行ってい

た６４）。

　シカゴ大学セツルメントと大学，そしてズゥ

エブリンとの関わりは，マクドーウェルが記し

たパンフレット『シカゴ大学セツルメント』に

よって以下のようなことが分かる。まず大学と

の関係では，セツルメントが大学に対して：理

論家と実践者双方にとって解決が求められてい

る現実生活における問題を突きつけること；そ

して学生にも，そして社会科学にとっても重要

な価値をもたらすこと；また，神学部の学生に

とっても宗教学の学習や信仰を実践する場を提

供すること，が述べられている。そして，大学

とセツルメントの公式な関係として，管財人で

あるレジデントのトップが社会学部のアシスタ

ントに任命されていること，一方で非公式な関

わりとして，活動に関心を持った教員が講義を

行ってくれていることが記されている。その筆

頭にズゥエブリンが，そして以下ジョン・デュ

ーイJohn Dewey他数名の名前が挙げられてい

る６５）。

　ズゥエブリンは講義以外ではシカゴ大学セツ

ルメントの役員として名前が挙がっているのみ

だが，ズゥエブリン夫人（“Rho” Fisk）６６）が活

動の主要メンバーであったことが，代表職を始

めその他の活動の記録から見て取れる。そし

て，このズゥエブリン夫人の著作から，夫妻で

でセツルメント活動を通じたレクリエーション

運動への取り組みを行っていたことが容易に想
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像できる。

３．ズゥエブリンの著作と研究活動について

　これまでも見てきたように，社会科学を志し

てライプチヒから戻ったズゥエブリンは，ハ

ル─ハウスのアダムズのもとでセツルメント活

動を行いながら研究活動を開始した。そして貧

困地域の問題を統計的に把握し社会改良に役立

てようとしていた。それが「シカゴ・ゲット

ー」前後までのズゥエブリンの姿であろう。

　その後，彼は徐々に公開講座の講師としてそ

の雄弁な語り口と，この時期の改革気運および

市民意識の高まりによって高い支持を受けるよ

うになった。ズゥエブリンとアダムズの関係は

信頼で結ばれており，二人の交流は彼が解雇さ

れ，シカゴを去った後も生涯続いていたとい

う６７）。ディーガンによれば，シカゴ大学エクス

テンション・ディヴィジョンの給料が低く，生

活の足しにするために多くの講演を請け負って

いた６８）ということだが，筆者の捉えるところ

では，そういった講演活動活発化とそこでの人

的な活動を通じてレクリエーションに関わる考

え方も大きく変化していったと考えている。以

下，彼のAJS論文「シカゴにおける市営プレイ

グラウンド」，『アメリカ都市の進歩』American 

Municipal Progress６９）および『公的空間発展の

１０年』A Decade of Civic Development７０）といっ

たとりわけ都市・プレイグラウンド・レクリエ

ーションに関係のある著作と社会的活動の様子

からそれを探っていきたいと考える。

AJS論文「シカゴにおける市営プレイグラウン

ド」（１８９８年）

　先にも少々触れたが，この論文は「シカゴ・



ゲットー」の手法を受けて執筆された，ズゥエ

ブリンの著作のなかでは数少ない学問的なもの

の一つである。そして，社会学研究誌に掲載さ

れた初めてのレクリエーション関連文献として

注目すべきものである。残念ながら当時のシカ

ゴ市に限定された現状分析と提言という内容で

あるため，一般的な有用性は殆どなく，ズゥエ

ブリンが注目されない中で本論文が取り上げら

れることはほとんどない。しかし，同じ号にズ

ゥエブリンの論文を細部で補完するようなサデ

ィ・アメリカンSadie Americanの論考７１）と併

せて歴史的には重要な意味を持っている。

　このズゥエブリン論文の内容はシカゴ市の貧

困と地域格差，劣悪な生活環境・人口密集区域

を統計的に示し，プレイグラウンドの現況・活

動実体に触れ，組織的プレイの特徴と有用性な

ど，プレイグラウンドの設置とそこで行われる

活動によってどのような効果・結果がもたらさ

れるのか，そしてプレイグラウンドを増設する

には具体的にどうすればよいのかなどについて

言及している。図３は，当論文に掲載されてい

る当時のプレイグラウンドの位置を示した地図

である。０印が付された位置のソーシャル・セ

ツ ル メ ン ト・プ レ イ グ ラ ウ ン ド social 

settlement playgroundsは，先にズゥエブリン

が関与したとして紹介したセツルメントが活動

の一環として管理運営していたプレイグラウン

ドを示している。ズゥエブリンは論文において

特定してはいないが，筆者の調査で北（上部）

から，ノースウェスタン大学セツルメント・プ

レイグラウンド，ハル─ハウス・プレイグラウ

ンド，シカゴ大学セツルメント・プレイグラウ

ンドであることが明らかになった。×印で示さ

れている市営プレイグラウンド municipal 

playgroundsは，主に貧困・人口密集地域に位
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置した学校の校庭が，監督者付きのプレイグラ

ウンドとして開放されたものである。歴史家で

ポーランド移民の研究者であるドミニク・A・

パシガDominic A. Pacygaもこの川沿いの行政

区域が市域の外側につくられた公園・並木道シ

ステムpark and boulevard systemの利用が不

可能な公共施設不在の地域であったことをズゥ

エブリンの論文を引用して述べている７２）。ズゥ

エブリンは，シカゴ市の公園・並木道システム

が貧困層に恩恵をもたらすものでないが故に近

隣の小公園の拡張・増設を訴えていたのである。

　この論文の執筆はズゥエブリンにとって一つ

の大きな転機になったと考えられる。既にセツ

ルメントで活動し，公開された講義を通じて

様々な人脈を築いていったと容易に想像できる

が，すでに政治的な動きも見せていた。彼は

１８９７年には「市政社会主義municipal socialism」

が争点になったシカゴ市長選で，「市営

municipal ownership」の即時実行を掲げたエド

ワード・F・デューンEdward F. Dunne候補の

支持に回っている７３）。こういったズゥエブリン

の政治活動は，セツルメントで培った社会改良

の思想を体現するものであったといえよう。既

にシカゴでは若い事業者のいくらかがビジネス

上の理由から公園システムの拡張に関心を示す

ようになっていた。そして，都市生活の改善・

社会改良という気運が高まる中でそういった事

業者たちは，都市美に関わる専門家や社会改良

に関わるズゥエブリンのような学者・研究者と

も合流するようになっていた（ズゥエブリンも

また１８９８年に組織されたミュニシパル・サイエ

ンス・クラブMunicipal Science Clubのメンバ

ーであった７４））。また，１８９０年代までにレクリ

エーションやプレイが子どもの自然な発育・発

達に有効であるということが一般にも認められ



ながら，市営のプレイグラウンドを設置するこ

とは前例として考えられない状況でもあった。

つまり，こういった状況の中でズゥエブリンは
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レクリエーション運動のキー・パーソンとなっ

たといえよう。彼は，ミュニシパル・サイエン

ス・クラブがプレイグラウンドとレクリエーシ

図３　MUNICIPAL PLAYGROUNDS IN CHICAGO
＊ズゥエブリンのAJS論文「シカゴ市における市営プレイグラウンド」（１８９８），p.１４７.で使用された地図に対し
て，筆者が不鮮明な部分の修正，また公園・並木通および公園名称などの書き込みをして使用している。

ワシントン公園

ジャクソン公園

リンカーン公園



ョン施設の具体的な調査結果を基に，シカゴ市

に対して問題解決のための委員会立ち上げを要

求する旨の議決を行い，それが１８９９年の秋にウ

ィリアム・ジャクソンWilliam Jackson市議会

議員によってシカゴ市議会に提出されるに至っ

た７５）。そして，その後カーター・ハリソン・ジ

ュニアCarter Harrison Jr.市長が，シカゴ市に

おける公園の拡張を調査結果に基づいて判断す

るため，特別公園委員会の設置を決めた時もズ

ゥエブリンと彼の調査が重要な役割を果たして

いる７６）。

　この時期のズゥエブリンは，既に見たように

シカゴ市における特定地域の問題を解決し，改

良を提案している。地域格差の問題は図３にも

見られるように当時のシカゴ市域を取り巻く公

園・並木通システムから恩恵を受けられない

人々のために居住区のプレイグラウンドを拡張

させていこうとする改良主義の立場であり，決

して後に見る都市改良を「総合的都市計画」か

ら考えようとする立場ではなかった。ただし，

この時期のズゥエブリンについて考えるべき点

としてもう一つ重要と思われるのは（彼だけで

なくアダムズなど他のセツルメント・リーダー

もそうであるが），管理されたプレイやチー

ム・ゲームをアメリカナイゼーションの効果的

な媒介物と見ていたところである７７）。つまり，

プレイグラウンド増設によって，またそこでの

プレイやゲームを通じて民族の融合が図られ，

移民問題，貧困と犯罪の問題，ひいては都市問

題が解決に向かうという考えを持っていたとい

うことである。AJS論文「シカゴにおける市営

プレイグラウンド」では，そういった考えや背

景を示すものとして民族性の多様な条件におけ

る「市営」という考え方の難しさについて示す

結果となっている。カヴァーロ Dominick 
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Cavalloもそれについて取り上げているが７８），

ズゥエブリンはポーランド人の子どもが組織的

な事柄に全く不慣れで，プレイグラウンドに現

れても自発的に活動することはなく，チーム・

ゲームにおける社会的な事柄やモラルにも全く

素養がないとしている。このことをどの様に捉

えていくかは後に述べるが，少なくともズゥエ

ブリンの問題意識が現場における具体的改良点

に向けられていたことに相違ないだろう。

レクリエーション運動から総合都市計画へ

　ズゥエブリンは，コロンビア万国博覧会

The World’s Columbian Exposition（通称，シ

カゴ万国博覧会＝１８９３年）７９）の数年前よりシカ

ゴ入りし，シカゴ大学への赴任もシカゴ万国博

覧会の前年からである。博覧会開催の前後に，

彼がどのようにそれを見て感じていたのかは定

かでないが，後にそれを効果的に利用したこと

が見て取れる。しかし，少なくとも１８９８年の

AJS論文までの彼は，先にも触れたようにシカ

ゴ川沿いの特定の区域に関心が向いていたこと

は確かであろう。既に見た図３からも分かるよ

うに，シカゴ万国博覧会の会場（ジャクソン公

園）から内陸に入り，市の外縁を囲むように北

部のリンカーン公園Lincoln Parkまで４つの自

然を残した景観公園を並木通で結ぶ形で，富裕

層やシカゴ万国博覧会を訪れた観光客が，シカ

ゴ市の美観を貧困・密集地を目の当たりにする

ことなく楽しめるようになっていた。このシス

テム作りは１８７０年代には始まっており，シカゴ

万国博覧会の頃にほぼ完成を見た。改めて述べ

ると，ズゥエブリンはここにアクセスできない

中心部に居住する貧困層のために，また居住区

域の生活環境改善のために研究し活動していた。

　しかし，既に『公共空間発展の１０年』（１９０５



年）までにズゥエブリンの社会改良主義者とし

ての立場はすっかり変質してしまった。思想的

には既にプレイグラウンドにおけるポーランド

移民の子どもたちの社会的適応について語る部

分にその兆候を見つけることが出来ると筆者は

考えているが，実践的には社会改良主義の活動

家から「総合都市計画」８０）のアジテーターにな

ってしまっている。

　１８９９年に立ち上げられたシカゴ市の特別公園

委員会に，その委員として名前を連ねるように

なったズゥエブリンの位置は，社会改良を実現

するために政治家や事業者などと協調しながら

目的を追い求める市民活動家の立場から，シカ

ゴ市のレクリエーション行政の政策に関わる立

場へと変わっていった。

　当時の都市を巡る社会情勢は，「自治体芸術」

「村落改良」「野外芸術」などの運動が，均一的

な都市社会・生活に向かう過程で，全国各地で

多様な様相を呈していた。また，１８９０年代に

は，既にニュー・イングランドを越えて中西部

にも村落改良運動が広まりつつあり８１），その運

動が都市改良運動に転化する時期を迎えつつあ

ったともいえよう。ジョン・A・ピーターソン

が「合衆国における都市美の運動の役割を理解

するためには，単なる建築指向に関わる歴史的

な挿話や都市デザインの問題としてではなく，

その運動を“Progressive Era”における都市改

良という文脈で，主要には大衆を拠り所とする

文化的表現として解釈せねばならない」８２）と指

摘していることを受けて考えるならば，当時の

混沌とした社会情勢において大衆運動を先導す

るリーダーの都市美に関する思想が，その後の

都市形成にとって極めて重要であったことが指

摘できるであろう。事実，資本主義の発展期に

誰の目にも汚れきった産業都市を復活させ，公
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共利益を達成する手段は依然として未知，ある

いは未確立のものであり，どの様なイメージで

それを実現可能なものに見せるかが既に都市美

運動が全国に多様な形で広がった状況での，そ

れらを纏め上げるリーダーに求められることだ

ったと言える。逆に，それぞれの場所で都市美

運動に参加していた市民にとっては，公共利益

をどの様に実現するかという問題は，ズゥエブ

リンのような改革運動のリーダーも含めた市政

に関わる人々が示す，市営のプレイグラウンド

他，公共サービスを含む都市行政をどのように

確立するかといったイメージの提示を待たねば

ならなかったということになろう。提示される

ものがたとえ空想的あるいは単なる理想像であ

っても，都市は局所的な改良から，ある程度の

公共利益を念頭に置いた美のイメージを備えた

都市の形に向かって計画を立て，それを実行し

ていこうとする方向に導かれることとなったの

である。１８８３年から５年ほどに渡る不況と大量

失業などによって都市は荒廃し，建造物も含め

た都市の浄化を求める運動が高まった。そのよ

うな状況を経て社会改良も大きなうねりを見せ

た。キリスト教的救済が貧民の生活改善から始

まり，大きなリバイバルのうねりとなって都市

全体を救済するものへと動き始める，正にそう

いったことを象徴するような活動をズゥエブリ

ンは２０世紀初頭に展開していくことになる。

　このような“Progressive Era”特有ともいえ

る情勢の中においてもまだ１９００年の段階では，

都市美運動の目標達成に関わって，総合的な都

市計画について提唱する者は出ていなかった８３）。

しかし，１９０１年にはズゥエブリンがシカゴの多

様な改良組織の協議会を，シカゴ市を改善する

ための意見交流の場として組織し始め，そし

て，全国改良連盟協議会National Improvement 



Associationsにおいて都市とその生活環境を

「美化」することに関心がある組織を統合しよ

うと試み，多様なレベルの組織が結集するよう

になっていた８４）。まだ，目立った成果や具体的

な変化の兆しはなかったが，ズゥエブリンは

１９０１年の大会で政治がらみの発言，つまり目標

達成には「有能な議員」を必要とするとした発

言をするようになっている８５）。更に彼は「新し

い市民の精神」「つつましい責務」「政治浄化の

取り組みの理念」といったことを繰り返し述

べ，都市美の背景となる考え方を打ち出してい

た８６）。組織名も設立から２回目のこの大会で，

全米公共空間改良連盟 American League for 

Civic Improvement（以下，ALCIとする）に改

称されている。そして，ズゥエブリンは１９０１年

から１９０２年にかけて２代目の会長として８７），進

歩・改革の大きな流れの中心にあって，自らの

改良主義の運動を総合的都市計画に質的に変え

ることになった。そのような流れの中で，１９０２

年のALCI年次大会では会長として，シカゴ万

博を始め，ハリスバーグやワシントンの総合計

画を公共空間の偉業として称える演説をするこ

とになる８８）。また，彼は運動の連帯を促進し全

国的な改良の成果を得るために，他のリベラル

なリーダーたちがそうであったように改良の専

門家の力を借りることを主張し始めた８９）。１９０３

年のALCI年次大会前には，全国各地の都市で

市政改良にとって草の根の伝統は重要だが，専

門家の質の高い総括的な取り組みと統制がより

重要であると述べるようになっている９０）。

　この時期におけるズゥエブリンの活動と考え

方，およびAJS論文「シカゴにおける市営プレ

イグラウンド」（１８９８年）からの変化は，その著

書である『アメリカ都市の進歩』（１９０２年）と

『公共空間発展の１０年』（１９０５年）に見ることが
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できる。いずれも学術研究書ではなく，まさに

リーダーとしてのズゥエブリンの考えや活動を

広め，運動を象徴的に捉えるためのアジテーシ

ョンの書であった。前者は，その題名の通り，

合衆国の都市とそこでの市営施設・サービスの

進歩に関わることを内容としている。因みに序

章には市政社会学という副題が付けられてい

る。公的レクリエーションと題した章では，自

らがシカゴ市で見聞きし，実際に関わってきた

プレイグラウンドや他の施設・サービスに加え

て，合衆国都市の１０年間の進歩状況を説明しつ

つそれがヨーロッパに比して立ち遅れているこ

とを指摘し，しかし今後それが進歩していけば

アメリカ人の生活がより豊かなものになると暗

に示している。そして，重要な点はそれがここ

１０年の都市生活の拡大という状況によってもた

らされていると語っていること９１）である。ま

た，公園と並木道と題する章では，AJS論文

（１８９８年）において，川沿いの区域と対比させ

る形で，公的利益に資していないと捉えられて

いた公園・並木道システムが，拡張しつつある

都市生活との関わりで，自然を残し，都市美を

確保することにおいて如何に重要であるのか，

全米の諸都市でどの様な状況にあり，どこが優

れているのかなど，賛美を交えて語るようにな

っていること９２）である。

　そして後者の『公共空間発展の１０年』では，

先ほど述べたシカゴ万国博覧会を効果的に利用

していることが見て取れる“The White City”

に関する章が設けられている。また，具体的に

ボストン，ニューヨーク，ペンシルベニア州ハ

リスバーク，ワシントンD.C.などの具体的な

都市計画を取り上げる章を設け，それぞれを賞

賛する形をつくり，最後に自然への回帰という

形で結ぶ構成にしている。重要な点は，ピータ



ーソンも紹介しているが，ダニエル・バーナム

Daniel Burnhamとともにズゥエブリンがアメ

リカ都市計画の誕生が１８９３年のシカゴ万国博覧

会に始まったと１９０２年に声明したことであ

る９３）。その後，それがまとまった形で『公共空

間発展の１０年』に現れたといえるだろうが，博

覧会開催前後のズゥエブリンはむしろ総合的な

都市計画とは相容れない改良主義に支えられて

草の根からの研究活動に身を投じていたはずで

ある。彼はここで「ホワイト・シティ」を，首

都ワシントンを除いたアメリカ史上初めての新

しい都市作りとして，住民に対する公共施設を

備えた統一性を持ったものとしている９４）。そし

て，史上最も「社会的な」成果だとも言ってい

る９５）。

　もう一つ，この著作で注目すべきことは，ズ

ゥエブリンが「新しい都市の精神 The New 

Civic Spirit」として最初の章を起こし，市民を

どの様に教育していくか，どの様に都市を造る

かという形で後半の具体的な総合都市計画に繋

げていることである。第３章The Making of 

the Cityでレクリエーションの問題に関わって

以下のように述べている。「公園，プレイグラ

ウンド，そして並木道は今では都市の有機的な

部分である。それは言ってみれば呼吸器官のよ

うなものだ」９６）と。

まとめにかえて

　小論で，十分にズゥエブリンの研究活動に迫

ることができたか疑わしい。初期シカゴ学派社

会学は，政治的，宗教的な色合いが濃く，客観

的な研究とはいえない，いわゆる社会改良主義

的な実践活動に傾斜していたといわれる。ジェ

ーン・アダムズのハル─ハウスとの協力・協同
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のもと，セツルメント・ハウスを社会への窓と

して研究実践に取り組み，シカゴ学派社会学の

土台形成に貢献したと言われながらも，第１世

代のスモールやヘンダーソンなどの主要な人物

さえ高い評価は得られていない。ましてやズゥ

エブリンなどは合衆国でも，そして日本でもほ

とんど光が当てられることはない。このような

中で，分散した彼についての記述や資料を収集

することは容易ではなかった。しかし，ある程

度彼がシカゴ大学を辞任に追い込まれる少し前

までの活動を，一つの流れの中で捉えることが

出来たのではないかと考えている。一方で，ま

だ研究を積み上げていかねばならないところが

ズゥエブリンについては数多く残っていること

を自覚している。

　筆者の直接的な関心はレクリエーション社会

史研究にあり，急激な膨張を経験していた都市

としてのシカゴと，そこで展開が始まったレク

リエーション運動において，どの様な実践的な

活動がどの様なリーダーシップの下に行われ，

そしてそれが実際の行政政策にどの様に結び付

いていたのか，また当時の公的な領域がどの様

に創られていったのかという問題意識のもとに

ズゥエブリンを取り扱っている。その点ではズ

ゥエブリンの研究活動の流れから，レクリエー

ションを中心とする公共空間創造過程の一端に

触れることができたのではないかと考える。ま

た，ズゥエブリンがプレイグラウンドを始めと

する組織的なレクリエーションを，移民のアメ

リカナイゼーションに関連させていた問題につ

いても流れの中にはめ込むことが出来たのでは

ないだろうか。しかし，それが公園行政や都市

政策，更には総合都市計画にどの様に引き取ら

れていったのかは極めて大きな問題であり今後

の課題としたい。



　シカゴでは既に市域を３分割する３大公園行

政区が１８６９年に生まれていた９７）。その３０年後に

は，ズゥエブリンが直接関わって活動し，特別

公園委員会にも関与しながら３大行政区主導で

市営の小公園システム９８）が確立しつつあった。

ズゥエブリンはその後総合都市計画の中にレク

リエーションを位置づけ，社会状況としてもそ

れを支持する機運が高まっていたはずだった。

しかし，２０世紀初頭のシカゴでは中流層を基盤

とするコミュニティで小規模の独立公園行政区

が次々と生まれている９９）。この動きを社会情勢

との関わりでどの様に解釈するのか，また新た

な大変興味深い問題が見出された。最後に，シ

カゴ学派社会学におけるズゥエブリンの評価お

よびレクリエーション研究の位置づけについて

の問題は，その後レクリエーション専門の研究

者として在籍したクラーレンス・E・レインウ

ォーターClarence E. Rainwater１００）の評価とと

もに極めて深い問題となってくるため，更に研

究を続けることとしたい。
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Abstract: This study is on the subject of the seedtime of the Chicago Recreational Movement. Not 

enough study has been carried out to explain how public space was established in the 1890s 

United States “Progressive Era,” especially in the city of Chicago where the background to the 

popular movement and the process decision were extremely complicated. Thus, to draw a picture 

of the early days of the Chicago Recreational Movement, this study focused on the ideas and the 

activities of Charles Zueblin, who was the central person in the social reform movement and 

specialized on the study of playgrounds in Chicago. Firstly, since Zueblin is not treated as the 

central figure of the Chicago School of Sociology and has not been studied thoroughly, his 

evaluation in Japan and the United States is reviewed and reevaluated. Secondly, social settlements 

connected with Zueblin (Hull-House, The Northwestern University Settlement, and the University 

of Chicago Settlement) are analyzed in terms of social reform activities and their relationship to 

the recreational movement including their geographical and spatial locations. Thirdly, Zueblin’s 

article and books: AJS article “Municipal Playground in Chicago”(1898); American Municipal 

Progress (1902); and A Decade of Civic Development (1905) are reviewed and analyzed. Finally, this 

study successfully (but not completely) draws the picture of Zueblin’s thoughts and activities in a 

stream until his resignation from the University of Chicago. Overall, this study explains a part of 

the process of making public space an arena for recreation through Zueblin’s research and social 

activities and their reevaluation.

Keywords: Zueblin, recreation, Settlement, Chicago School of Sociology (early days of), social 

reform, comprehensive city planning
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